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第３８４回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ７番 １ 少子化対策について 市 長
山 田 裕 一 ２００５年３月に実施された内閣府による「少子化

社会対策に関する子育て女性の意識調査」では、約７
割が保育・教育費への補助、医療費補助、児童手当な
どの経済的支援を要望していることが分かった。
長野県下條村では、少子化対策の一環として、若者
定住促進集合住宅建設として４階建てマンションを建
設、約６３平方メートルで駐車スペースが２台ついて
家賃が民間アパートの約半額の３万６千円。この集合
住宅には、若者で子どもがいるか、これから結婚する
人に限って入居できる基準を設けている。これまでに
１０棟１２４戸のマンションを建てたが、２０組ほど
の夫婦が入居待ちの状態にあるという。また、平成１
６年度から中学生までの医療費を無料としており、下
條村の出生率は２００３～０６年の平均で２．０４人
となっている。
市長は、本年度施政方針「４万人都市復活大作戦」
の中で、子どもを生み育てやすい環境をつくり、「し
あわせあふれるやさしいまちしろいし」を目指すこと
と、定住促進を推進する「いきいきとのびゆくまち」
を提唱された。そこで、来年度予算編成が進むこの時
期にあたり「特定不妊治療費助成事業」「乳幼児医療
費助成事業」そして「新婚家庭家賃補助制度」「子育
て世帯市営住宅優先入居制度」事業についてどのよう
な実績と検証をされたのか伺う。

２ 幼児教育環境の充実について 市 長
幼稚園は、学校教育法の中で「義務教育およびその 教 育 長
後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼
児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その
心身の発達を助長することを目的とする。」と位置づ
けられている。また、幼稚園教育要領の中では、「健
康」、「人間関係」、「環境」、「言葉」、「表現」
の５領域が示されている。つまり、幼児教育環境の充
実は、心身共に豊かな子を育て、社会性を身に付ける
上で大変重要であることから以下の質問をする。

(1) 平成２２年度公立幼稚園入園希望者数と定員数に
ついて
(2) 保育時間の延長について

２ ５番 １ 本市における公会計の整備の必要性について 市 長
沼 倉 啓 介 益々厳しさを増す自治体財政において、今求められ

ている事は市民の理解のうえに立った協働のエネルギ
ーを活用した取り組みであります。
取りもなおさず、それらは本市の時価会計での数字
を調理した情報の提供であると存じます。
それらをある意味充足するであろうところの新地方
会計制度に準拠した公会計の整備の必要性についての
お考えをお示し下さい。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ １８番 １ 今後の行財政について 市 長
制 野 敬 一 今年８月、国民の審判の結果、国政が大きく変化し

た。今、国では事業仕分け作業で各事業の見直しがな
されている。
税金の無駄使いに対してなどの改善には、大いに賛
同出来るが、本当に地方の実情を考慮しているのか各
地方の自治体でも注視していると思うが、市長が、第
４次総合計画の平成２２年度までの実施計画の中にあ
る当市の行政全般について、見直しを検討していると
ころがあるのか伺いたい。
今定例議会に、市民の皆さんに受益者負担の一環と 市 長
して、市民バス、上下水道料、各公民館の施設など利
用料金の値上げをお願いしているが、行政改革推進室
が中心となり実施している、事業査定などの情報を提
供しながら理解を求めるのが本筋だと考えるが、市長
の考えを伺いたい。

４ １２番 １ 政権交代による市政への影響について 市 長
四 竈 英 夫 自公連立政権から民主党へ政権交代したが、その影

響をどのようにとらえ、対処しようとしているか伺い
たい。
民主党政権は、｢税金のムダづかい根絶」に向け旧

政権時代の事業を個別的に精査する｢事業仕分け｣を行
い事業の必要性、合理化の可能性などを検討した。こ
れらの中には、地方自治体への影響を及ぼすものもあ
ると思われるが、それらが実施された場合、本市の受
ける影響をどのようにとらえているか。
また、事業仕分けのみならず、地方交付税など市の
財政に直結する予算配分の動向。道路特定財源など市
民生活に大きなかかわりを持つ予算の行方。さらには
新しい制度を設けることにより、市の負担が増えるこ
とへの懸念。等々本市政が受ける影響は大きなものが
あると思われる。
ついては、次の項目についての見解を、お伺いしま
す。
(1) 平成２１年度市財政の見通しについて
(2) 平成２２年度予算編成にあたっての基本的な考え
方について
(3) 第五次白石市総合計画策定の基本的方針について

２ 白石川の清流を守るため、流域の小原地区等での 市 長
浄化設備の設置推進について
白石川は本市の母なる川として我々を育んできた。
しかし、近年その清流の透明さが失われつつあるよう
に見受けられる。これは、流域の家庭から排出される
生活雑排水が流れ込むことが大きな原因ではないかと
思われる。
これを防ぐには、下水施設を整備することが必要で
あるが、地形的な問題や経費の負担など難しい問題が
あることも事実である。
しかし、本市では「水の音とみどりの回廊のまちし
ろいし」と銘打って白石市環境基本計画を策定し、水
環境の保全を掲げている。
この計画を実現するためにも、なんらかの対策が必
要と思われる。よって、次の施策を講ずるお考えがな
いかお伺いします。



- 3 -

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

４ １２番 (1) 小規模集落排水事業への取り組み
四 竈 英 夫 (2) 個人で設置する浄化設備に対する助成金の増額を

行い、設置の推進を図る

５ ３番 １ 障がい者福祉について 市 長
水 落 孝 子 集中改革プラン・改訂版が示され、市民に質の高い

行政サービスを提供するため、限られた財源を重点的
・効率的に配分すると述べられています。また、一律
に受益者負担を貫くことと政策的・政治的配慮のどち
らが重視されるのかとの問いに、いちがいに言えな
い、その時その時の判断であるとも述べられました。
私は障がい者、高齢者にとって一律的な受益者負担
はなじまないものと考えます。
そこで障がい者福祉についておたずねします。
（高齢者で要介護3～5の方も障がい者として含めて）
(1) 障がい者福祉サービスの目的は何か

施設や自宅で、衣食住と介護を保障することでい
いのか
(2) 障がいがあっても、周囲の人たちや社会参加を築
くことへの支援が必要ではないのか。

(1)(2)を踏まえて

(3) 市民の願うバリアフリー化、移動支援の現状に対
する所見
(4) 今回の各種行政サービス利用者負担の見直しは、
どれだけの「生きる希望を奪うもの」とお考えなの
か。
(5) 第五次白石市総合計画への反映について。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

６ ４番 １ 白石市行財政改革推進計画について（集中改革プ 市 長
吉 田 貞 子 ラン）

(1) 本年度で終了する集中改革プランを、どのように
総括していますか。
(2) 来年度からの集中改革プランについて、市民意見
の聴取の手段は、どのようなものですか。
(3) 市が料金として市民から負担いただいているもの
は、何項目ありますか。その中で今回見直しの対象
となったものは何項目ですか。
今回条例案を含めて、条例改正を必要としない項

目をいれた施設の使用料及び手数料等の見直しは何
項目ですか。
(4) 来年度からの集中改革プランは緊急的なものとし
ているが、何が緊急なのか。第五次総合計画と整合
性を図る平成２３年度でなく、平成２２年度実施項
目が多いのは何故か。
(5) 施設等の利用料、各種手数料の公平性をはかると
はどのようなことか。
(6) 指定管理者制度移行による、運営費削減効果につ
いての見解を伺います。
(7) 外郭団体等への関与の見直しは、どのように進め
ようとしていますか。
(8) 各種行事、イベント等の統廃合、縮小、廃止の基
準はどこにおいて進めようとしていますか。
(9) 定員の適正管理と行政サービスの低下のバランス
を、どのように図ろうとしていますか。
(10) 人事評価制度導入以前と以後の定年前退職者の
数をお知らせ下さい。
(11) 施設の目的外利用の検討もあるか、また、施設
の目的外利用をする場合の障壁となるのは、どのよ
うなことか。
(12) 既存委託業・業者の抜本的見直しの内容はどの
ようなものか。
(13) 特別職報酬に対する所見

７ ２番 １ 多胎妊婦健診の助成拡大について 市 長
管 野 恭 子 本市の妊婦健診は現在１４回まで無料となっている

が、多胎妊婦の方々は諸リスクが高いため、健診回数
が多くなっており、経済的負担も大きいものがある。
よってこの方々への助成回数を増加させるべきである
と考えるが見解を伺う。

２ 幼稚園の３才児クラスの増設について 市 長
来年度の３才児入園申込み数が第一、第二両園で、
定数を超え１８名が入園できない状況にあるが、幼稚
園保育の重要性からすれば３才児クラスの増設を検討
すべきと考えるが所見を伺う。

３ 歩道及び歩道環境の整備について 市 長
高齢に伴い、車から徒歩に転じる方々、健康増進の
ため、ウォーキングをされる方々、また、車イスを利
用される方々、その他、通学、通勤等々歩道はさまざ
まな方に使用されているが、本市の歩道は決して通行
しやすい所ばかりではなく、車イス通行の困難のみな
らず歩行も危険と思われる箇所等も多くある。諸視点
から歩道及び歩道環境の総点検を実施し、整備を推進
していくべきと考えるが、見解を伺う。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

８ ８番 １ 白石市の観光施策 市 長
安 斎 多実男 本年のポストデスティネーションキャンペーン、一

昨年のプレＤＣを終えての本市の観光施策に対する問
題とこれからの課題について、お伺いします。
(1) ＤＣを終えての、本市の今後の観光施策に重要な
「ブランド」とは。また、継続のための次の「ブラ
ンド」と課題について。
(2) ＤＣを終えての観光客に接する、市民意識である
おもてなしの心の対応の問題と課題について。
(3) 事業者、商店と観光施策の連携の問題と課題につ
いて。
(4) 観光施策と、施設の整備について。
(5) 観光施策と地産地消について。

９ １番 １ 「地域医療再生計画」について 市 長
沼 倉 昭 仁 先月の新聞報道によれば、宮城県の医師の偏在傾向

を解消し、仙南医療圏の体制を強化するため、宮城県
が「地域医療再生計画」を策定したことが報じられ
た。
この「計画」では、大河原の中核病院と刈田病院と
の機能分化・連携の強化を平成２５年度をめどに実現
することが明確に示されている。
この「計画」策定の席には、唯一市町村を代表する
委員として風間市長が参加していたことを考えれば、
今回の「計画」で示された「ビジョン」は、今年６月
の議会で示された「中核病院との関係は市町村合併と
同様に誠実かつ慎重に取り組まなければならない」と
の市長の従来の「答弁」と、大きな隔たりがある内容
であると言わざるを得ない。
いつの時点でこのような検討が加えられたのか、ま
た、その「計画」策定の席で、市長は、仙南医療圏の
将来ビジョンについてどのような提言をしたのか、そ
の経緯・内容の詳しい説明を求める。

２ 「病院改革プランと一般会計負担」について 市 長
昨年度、私が刈田病院の再生に向けて一般質問した
答弁のなかで、風間市長は今後のことについては「病
院改革プラン」に沿って対応をして行くとの方針を示
され、構成市町で合計１０億円の「特別繰り入れ」が
実施された。
「病院改革プラン」の現状は果たしてどうなのだろ
うか。先月の「広報しろいし１１月号」によれば、平
成２０年度の経営状況として、患者数の推移、収益総
額ともに、ますます厳しさを増す状況にあることが報
告された。
風間市長が関わった県の「再生計画」の下で、今年
度末までの刈田病院の経営の見通し、すなわち、外来
や入院患者数は今後どうなるのか、それによって医業
収支の見通しはどうなるのか、その上で、本年度末に
「特別繰り入れ」が再び繰り返されることがあるの
か、どれくらいになると予想されるのか、納税者であ
る市民・住民に明らかにすることが早急に求められて
いるのではないのか、市長の説明を求める。


